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第二級海上特殊無擦技士 試 験問題

法  規

(出 次のを問題の景配 につtiて 正誤のいf油 をヽ超工 答却■細つ合桐に正しく記入 (マータ)してくださ
f ヽ

1  柿 紺局の免許かないのに 盗 船に括線電話を設置して ■】問の漁肺と浦業通信を行うと罰せられる

2  匁 rtt人は 朴 抑青の第 J信号 `子出符号 呼 出名llFTをいう )の 指定の変更を受けようとするときは

あらかじめ免計枚の訂Tを 受けなけれ十コまらな↓モ

3  営 =設備に□日する電法の周置数の偏差及
rL 高 調渡の瑚宮等は 電 波の質といわれる

4  第 =級 海上特殊無緯技上のま格を有する者は 船 舶局の空中線電力5ワ ット以下の無緑竜濡て25010キ

0本 ルッ以上の周波数の長渡を側■するものの国内通信のための通信換作を行うことお■きる

5  第 二繰海上特殊無備資士の資格を有する音は 船 舶局の4中 裸電力 loキ ロワットのレーダーの技術操作

を行うことうヤ きる

0  ‖ 踊旬は い かなる場合ても 免 冊 末に記載さ才jl亀 浪の型式及コヨ渡数の範囲を超えてコ吊して|力なら

な,、

'  電 技法では 無 繰通||の秘密の保護については 何 人も1基ヨに別段の定めがある場)を除くほか 1掟 の

相卜方に対して行われる無練通信を礎暗してけよらない旨のみを規定している

こ  無 編電言範 信ては 略 語を使用して|むとらな↓、

9  船 仰弓ヤ= 海 岸局と通信を行う場合において 餌 =の順序について海島局から指示を受けたときは そ の

指示に従わな1,れ1舌ならなし、

10  漁 齢の怖舶局は 自 局に対する無榊電話による呼出しを受けたとき 操 業中であれば【ちに応答しなくて

もよい

11  簡 納局ヤま 道 襲信号を実ln3したときは 道 雄通信を妨害するおそれ/vrぁるこ波の発射を直ちに中止しなけ

れはならなti

12  2,功 4キ ロヘルッの局渡欺の電液は 呼 出し又は8昏 を行う場合に使用することおヤきる

lJ  案 線通信は 正 確に行うものとし 通 信上の誤りを知ったときは そ の通信の終了後 一 括して言rTし な

,か にならす,■

14 柏 舶月における連韓呼出し1= 特 定の無練局にあてなけれ,�ような|、

15  併 獅局は 「発詢 又は 「パツ パ ンJの 信号を受信したときは 遺 鮮通信を行う場合を除き こ の信号

のあとの残急通信を少なくとも1分間継続して営 =しなけれ笥まらない

16  範 波rtでは 安 全通信とは 「船舶又は航空機の怖 子に対する室大な危険を予防するために安全信号を前

直する方はその他勧坊す令で定める方法により行う無線田=を いう Jと 規定している

17  漁 船の馳軸椅 (漁業の指導監常川のものを除く )と 漁関吊細半Fj(漁 業の指導監督用のものを除く )と

の間においてFiう漁業に関する無線通信は 漁 葉通信で,シとい

18  船 舗局の勾十人か電技法に違反すると 態 務大にから3衛■以内の期間を定めてその軒揃局の運用の停止

を命じられることがある

19  電 破法の規定に達反して運用した招町局を調めたとき 免 許】Sに  そ の事実を総務省令てtめ る手続に

より 忠 奇宙信局長 ぐⅢ縄絡台通信事駒張 を合む )に 報告しなけれに独 らない

20  刑 軸局の免Ffl i= 免 i十人ち野勧〒に保管しておかなヤ,れはならない


